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お申込み・お問い合わせは… 
事務局株式会社フロインドhttp://www.freund.jp 

講師プロフィール 
法政大学大学院職業能力開発研究所特任研究員。経営学修士（MBA）。法政大学専門職大学院イノベーションマネ

ジメント研究科修了。株式会社フロインド人事アドバイザー。自治体病院、医療法人など約40施設で人材育成と組織

運営、人事制度のアドバイス、目標管理や評価制度の研修の実績がある。香川県看護協会認定看護管理者セカンド

レベル『人的資源活用論』の講師担当。研究分野は病院組織内連携。 主な著書『医療人材・組織の育成法（経営書

院・共著）』。『「人」と「組織」の育成ノート（週刊医療タイムス 医療タイムス社）』連載中。 

□人材を管理する立場として、現場で押さえておきたい人事管理の基礎知識を 
   学ぶ。 
□香川県看護協会看護管理者セカンドレベルでの「人的資源管活用分野」の  
 「人事管理・労務管理」での講義内容をプログラムにしました。 

自院の人事管理の現状を、チェックシートを使って振り返る！ 

現状の人事管理の課題も明らかになります。 

人事管理は、現場管理者の役割。 
看護管理者として人事管理を実践するため基本を学ぶ。 



看護人事管理基礎講座 受講お申込書 FAX:03-6431-8226 

施設名 

ご住所 
（〒  -    ） 

ご連絡先 （     ）     － E-mail         @ 

お名前 所属・お役職 お名前 所属・お役職 

■お申込み方法について 
●お申込みは、下記にご記入の上、ＦＡＸにてお申し込みください。また、講座事務局・株式会社フロ 
 インド（http://www.freund.jp/）のホームページでもお申込みいただけます。 
●お申し込み後、受講にあたっての詳細（受講確認書、会場ご案内、受講料のお支払方法等）について 
 折り返しご連絡いたします。  

 

■会場のご案内 
法政大学経営大学院新一口坂校舎（東京都千代田区九段北３－３－９） 
 ◎ＪＲをご利用の場合   ・総武線・中央線市ヶ谷駅または飯田橋駅下車徒歩１０分 

 ◎地下鉄をご利用の場合                          ・都営新宿線市ヶ谷駅下車徒歩１０分 
   ・都営大江戸線飯田橋駅下車徒歩１０分        ・東京メトロ有楽町線市ヶ谷駅または飯田橋駅下車徒歩１０分 
   ・東京メトロ東西線飯田橋駅下車徒歩１０分    ・東京メトロ南北線市ヶ谷駅または飯田橋駅下車徒歩１０分 

 お申込み・お問い合わせは・・・ 

事務局：株式会社フロインド  講座担当窓口 http://www.freund.jp 
TEL：03-6431-8225 FAX：03-6431-8226 MAIL：info@freund.jp 

〒141-0031 東京都品川区西五反田6-14-1-301 

※お預かりした個人情報は適切に取扱い、本講座に関する事務連絡のほか、各種ご案内、アンケート等に使用させていただきます。 

第
１
日
目
（３
月
２
日
・金
） 

１．人事管理の目的 
 ・人的資源の有効な活用 
 ・人的資源と組織運営 

２．人事管理に必要な組織のシステム 
 【自院の人事管理システムのチェック】 

３．募集と採用 
 ・採用計画  ・募集方法  ・選考方法 
 【募集・採用システムチェック】 

４．配置と人事異動 
 ・配置の基本  ・異動の目的と動機づけ 
 ・ローテーションと人材育成、人材活用 
 【配置・人事異動システムチェック】 

５．職員の格付け（資格制度） 
 ・人事政策と資格制度 
 ・職能資格制度と運用、運用上の問題点 
 【職員格付けシステムチェック】 

第
２
日
目
（３
月
３
日
・土
） 

６．人事考課制度（評価制度） 
 ・人事考課の役割  ・評価の基準 ・考課表の検証 
 ・人事考課のヒューマンエラー ・考課者研修の必要性 
 【人事考課の運用度チェック】  

７．目標管理 
 ・組織目標と個人目標 ・人材育成と目標管理 
 ・面接のねらい・目標設定、中間、振り返り面接のポイント 
 【目標管理の運用度チェック】 

８．報酬管理（賃金制度） 
 ・賃金とは  ・賃金の決定要素  ・賃金体系の検証 
 ・内的インセンティブと外的インセンティブ 
 【賃金システムチェック】 

９．能力開発 
 ・能力開発の必要性  ・能力開発の種類と体系 
 ・これからの能力開発の主体 
 【能力開発制度運用度チェック】 

１０．ワーク・ライフ・バランス 
 ・ワーク・ライフ・バランスの考え方と必要性 
 ・具体的な取り組み策と事例紹介 
 【仕事と家庭の両立支援度チェック】 

■講座内容 

プログラムに関連する自院の人事関連規程
や書式等をお持ちの上、ご受講いただくとよ
りチェック効果が高まります。 

http://freund.jp/

